
立
川
勇
次
郎
之
碑
（
碑
文
）

君
文
久
二
年
二
月
二
十
日
を
以
て
大
垣
に
生
る
。
藩
士
　
清
水
恒
右
衛
門
君
の
第
二
子
、
後
同
藩
士
立
川
清
助
君
の
嗣
と

な
る
。
君
、
幼
に
し
て
頴
悟
、
成
童
よ
り
育
英
の
事
に
従
い
傍
ら
法
律
の
学
を
修
め
、
弱
冠
に
し
て
辯
護
士
試
験
に
登
第
、

明
治
十
九
年
業
を
東
京
に
開
き
頗
る
令
名
あ
り
。
夙
に
時
運
の
大
勢
を
洞
察
し
、
飜
然
決
意
、
身
を
電
気
業
界
に
投
じ
、

同
卅
二
年
京
濱
電
気
鐵
道
会
社
を
創
設
す
。

實
に
関
東
に
於
け
る
電
気
鐵
道
の
嘱
矢
た
り
、
尋
い
で
東
京
電
力
会
社
を
起
し
水
力
電
気
事
業
に
先
鞭
を
著
け
、
又
照
明

の
忽
に
す
べ
ら
か
ざ
る
を
察
し
、
同
志
と
共
に
東
京
電
気
会
社
を
組
織
し
て
、
電
球
の
製
造
に
一
生
面
を
開
き
、
或
は
支

那
に
対
す
る
電
気
企
業
の
必
要
に
著
目
し
て
支
那
興
行
会
社
を
創
立
し
、
或
は
電
気
博
覧
会
を
開
催
し
て
電
気
の
知
識
と

應
用
と
の
普
及
を
図
り
、
或
は
日
米
両
国
電
気
企
業
家
提
携
の
緊
切
な
る
を
覚
り
老
躯
を
挺
し
て
米
国
に
航
し
、
四
方
に

勤
説
し
て
陰
に
国
交
に
稗
補
せ
る
が
如
き
斯
界
の
開
発
進
展
に
努
力
せ
る
こ
と
枚
挙
に
遑
あ
ら
ず
。
就
中
雨
宮
敬
次
郎
と

力
を
協
せ
、
東
京
市
街
鐵
道
会
社
を
創
立
し
紛
紛
た
る
群
議
を
排
し
て
乗
車
賃
金
三
銭
均
一
論
を
提
唱
し
、
所
謂
均
一
制

度
を
確
立
せ
る
が
如
き
は
蓋
し
我
国
交
通
史
上
に
特
筆
す
べ
き
偉
績
た
り
。

更
に
東
京
大
阪
間
に
高
速
度
電
気
鐵
道
を
企
画
し
交
通
上
に
新
機
軸
を
出
さ
ん
と
し
、
明
治
四
十
年
以
来
廿
年
一
日
の
如
く

其
の
達
成
を
期
し
て
止
ま
ず
、
亦
以
て
君
の
志
の
遠
大
な
る
を
知
る
べ
し
。
晩
年
郷
里
に
養
老
鐵
道
会
社
を
創
設
し
、
後
揖

斐
川
電
気
会
社
を
経
営
す
る
や
其
の
動
力
を
電
気
に
改
め
、
又
大
阪
へ
の
送
電
を
決
行
し
て
長
距
離
送
電
の
濫
觴
を
為
し
、

志
業
略
成
る
に
垂
ん
と
し
て
大
正
十
四
年
十
二
月
十
四
日
病
を
以
て
東
京
に
歿
す
。

君
、
資
性
剛
毅
果
断
、
事
に
当
り
て
惑
わ
ず
、
一
路
所
信
に
直
往
し
毀
譽
得
喪
毫
も
意
に
介
せ
ず
、
活
眼
時
勢
の
趨
向
を

観
、
企
画
、
概
ね
一
世
に
先
ん
ず
其
の
事
に
従
ふ
や
精
励
、
其
の
人
に
接
す
る
や
和
澤
、
後
進
の
誘
掖
を
受
く
る
者
、
皆
、

其
の
徳
に
服
せ
ざ
る
莫
し
。
君
忙
裏
、
閑
あ
れ
は
乃
ち
園
芸
謡
曲
に
悠
游
せ
る
が
如
き
亦
以
て
其
の
為
人
を
想
見
す
べ
し
。

今
や
君
逝
き
て
三
年
、
君
を
追
慕
す
る
士
胥
謀
り
君
が
事
功
行
状
の
梗
概
を
叙
し
、
碑
に
勒
し
て
養
老
山
麓
に
建
て
以
て

後
昆
に
傳
ふ
と
。
云
爾
。伯
爵
　
　
戸
田
氏
共
簑
額

昭
和
二
年
十
二
月
十
四
日

文
学
博
士
南
候
文
雄
撰
文

百
錬
大
野
鐵
書

西
濃
地
方
の
開
発
に
灯
を
つ
け
た
人
立
川
勇
次
氏
顕
彰
会

立
川
勇
次
郎
氏
と
養
老
鉄
道

立
川
勇
次
郎
は
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
美
濃
国
の

大
垣
藩
士
・
清
水
恒
右
衛
門
の
次
男
に
生
ま
れ
明
治
一
四

年
、
同
藩
々
士
・
立
川
清
助
の
養
子
と
な
り
ま
し
た
。
早

く
か
ら
法
律
学
を
志
し
、
弱
冠
に
し
て
代
言
人
（
弁
護
士

の
こ
と
）
　
の
資
格
を
得
、
名
古
屋
で
開
業
し
ま
し
た
が
、

産
業
、
社
会
の
近
代
化
が
進
む
な
か
、
時
運
の
大
勢
を
洞

察
し
た
立
川
は
、
法
曹
会
の
生
活
か
ら
一
転
し
て
実
業
家

の
道
を
決
意
し
、
明
治
一
九
年
に
上
京
、
電
鉄
お
よ
び
電

力
の
企
業
化
を
目
標
に
自
己
の
進
路
を
切
り
開
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

当
時
の
東
京
市
内
の
主
要
な
交
通
手
段
は
、
鉄
道
馬
車

で
し
た
。
大
量
高
速
輸
送
機
関
の
開
設
が
首
都
の
発
展
、

近
代
化
に
不
可
欠
と
考
え
た
立
川
は
、
明
治
二
二
年
、
電

気
鉄
道
敷
設
の
免
許
を
い
ち
早
く
出
願
し
ま
し
た
が
許
可

さ
れ
ず
、
一
時
九
州
に
下
っ
て
炭
鉱
事
業
に
携
わ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
電
鉄
事
業
に
情
熱
を
燃
や
し
続
け
た
立
川

は
、
川
崎
電
気
鉄
道
の
建
設
に
参
画
し
、
明
治
三
七
年
に

開
業
。
こ
の
川
崎
電
気
鉄
道
は
後
に
京
浜
電
気
鉄
道
と
改

称
し
、
東
京
～
横
浜
間
を
結
ぶ
我
が
国
最
初
の
都
市
間
輸

送
の
電
鉄
と
な
り
、
代
表
者
と
し
て
経
営
の
任
に
あ
た
り

ま
し
た
。
現
在
の
川
崎
大
師
駅
前
に
は
、
機
関
車
の
車
輪
を
模
し

た
「
電
気
鉄
道
発
祥
の
地
」
　
と
す
る
立
川
勇
次
郎
の
顕
彰

碑
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
先
に
却
下
さ
れ
た
東
京
電
気
鉄
道
の
認
可
申
請

を
東
京
市
街
鉄
道
と
改
称
し
て
再
出
願
し
た
立
川
は
、
開

業
後
乗
車
賃
制
度
の
改
革
に
取
り
組
み
、
当
時
と
し
て
は

画
期
的
と
も
い
え
る
料
金
均
一
制
度
を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
立
川
は
電
鉄
事
業
の
ほ
か
、
東
京
白
熱
電
灯
製

造
（
後
の
東
京
芝
浦
電
気
）
　
の
経
営
に
も
参
画
し
、
電
球
、

電
気
機
器
の
製
造
普
及
に
努
め
る
一
方
、
東
京
～
大
阪
間

に
高
速
電
鉄
を
企
画
す
る
な
ど
、
事
業
家
と
し
て
は
時
代

に
先
行
し
過
ぎ
る
一
面
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
郷
土
で
あ
る
西
濃
に
も
開
発
の
灯
を
つ
け
よ

う
と
、
明
治
四
四
年
、
資
本
金
一
五
〇
万
円
で
養
老
鉄
道

会
社
を
創
設
し
、
翌
年
か
ら
線
路
用
地
の
買
収
に
着
手
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
「
先
祖
伝
来
の
土
地
を
簡
単
に
売
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
」
、
客
馬
車
や
人
力
、
舟
運
に
従
事

す
る
人
々
か
ら
は
、
「
客
を
と
ら
れ
て
生
活
で
き
な
く
な

る
」
と
大
反
対
を
受
け
、
交
渉
は
容
易
に
進
み
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
れ
で
も
、
立
川
は
昼
夜
を
問
わ
ず
鉄
道
の
必
要

性
を
説
い
て
ま
わ
り
、
そ
の
精
力
的
な
働
き
か
け
に
よ
り

大
正
二
年
七
月
、
池
野
～
養
老
間
（
二
四
・
七
キ
ロ
）
　
の

営
業
を
開
始
す
る
に
至
り
、
大
正
八
年
に
は
池
野
～
揖
斐
、

養
老
～
桑
名
が
開
通
し
ま
し
た
。

開
設
当
時
は
蒸
気
機
関
車
で
、
長
い
煙
突
か
ら
石
炭
の

黒
煙
を
も
く
も
く
と
吐
き
な
が
ら
二
～
三
両
の
客
車
を
引

い
て
走
り
ま
し
た
。
客
車
と
い
っ
て
も
、
現
在
の
も
の
と

違
っ
て
木
製
の
車
両
で
通
路
が
な
く
横
に
長
い
座
席
の
貧

弱
な
も
の
で
し
た
。
そ
れ
で
も
耳
を
つ
ん
ざ
く
ば
か
り
の

汽
笛
を
鳴
ら
し
、
墨
煙
を
あ
げ
、
ピ
ス
ト
ン
か
ら
白
い
蒸

気
を
噴
き
出
し
な
が
ら
シ
ュ
ッ
ポ
シ
ュ
ッ
ポ
、
ゴ
ト
ン
ゴ

ト
ン
と
走
る
姿
は
人
々
を
驚
か
せ
、
汽
車
に
乗
っ
て
大
垣

へ
行
く
こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
し
た
。

こ
の
鉄
道
は
、
国
鉄
東
海
道
線
と
関
西
本
線
を
結
ぶ
短

絡
線
と
し
て
比
較
的
貨
物
輸
送
量
が
多
く
、
毎
日
桑
名
～

大
垣
間
に
二
往
復
、
大
垣
～
揖
斐
間
に
二
往
復
の
定
期
貨

物
列
車
を
運
転
す
る
ほ
か
、
多
数
の
臨
時
列
車
を
出
し
て

輸
送
の
円
滑
を
図
り
、
当
地
方
の
経
済
、
生
産
、
文
化
を

は
じ
め
日
常
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

大
正
の
初
め
頃
に
、
石
畑
村
の
近
く
で
強
い
西
風
に
あ

お
ら
れ
て
客
車
が
転
覆
す
る
と
い
う
、
今
日
で
は
考
え
ら

れ
な
い
よ
う
な
ア
ク
シ
デ
ン
ト
も
あ
り
、
随
分
世
間
を
騒

が
せ
ま
し
た
。

大
正
六
年
、
揖
斐
川
電
化
工
業
株
式
会
社
（
現
在
の
イ

ビ
デ
ン
株
式
会
社
）
　
の
初
代
社
長
に
就
任
し
た
立
川
は
、

全
線
開
通
だ
け
で
は
満
足
せ
ず
、
か
ね
て
の
計
画
で
あ
っ

た
鉄
道
の
電
化
を
め
ざ
し
て
、
大
正
二
年
に
養
老
鉄
道

株
式
会
社
を
合
併
し
、
そ
の
翌
年
に
は
全
線
電
化
工
事
も

終
わ
り
、
汽
車
に
変
わ
っ
て
電
車
が
登
場
し
ま
し
た
。
電

化
に
よ
り
利
用
者
は
一
日
平
均
二
割
増
の
五
千
人
に
伸
び

貨
物
輸
送
も
年
間
八
万
～
一
〇
万
ト
ン
に
達
し
た
ほ
か
、

長
く
山
間
に
埋
も
れ
た
養
老
の
景
勝
が
広
く
世
に
出
る
こ

と
と
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
現
在
の
西
濃
地
区
の
発
展

の
原
動
力
と
も
な
っ
た
の
で
し
た
。

そ
の
後
、
養
老
鉄
道
は
伊
勢
電
鉄
や
関
西
急
行
鉄
道
な

ど
と
合
併
を
繰
り
返
し
ま
し
た
が
、
昭
和
一
九
年
か
ら
近

畿
日
本
鉄
道
株
式
会
社
の
所
属
と
な
っ
て
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。
立
川
は
、
時
代
を
見
抜
く
鋭
い
洞
察
力
と
行
動
力
に
富

ん
だ
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
事
業
家
で
、
西
濃
地
方
の
灯
を

と
も
し
た
恩
人
と
も
い
え
る
人
で
し
た
が
大
正
一
四
年
（
一

九
二
五
）
、
外
遊
中
に
得
た
病
が
愈
え
ず
、
惜
し
ま
れ
つ

つ
六
四
歳
で
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。

立
川
の
死
を
悼
み
、
昭
和
二
年
、
そ
の
功
績
を
讃
え
て

養
老
駅
前
に
巨
岩
の
顕
彰
碑
が
建
て
ら
れ
、
昭
和
四
二
年

に
は
地
元
民
ら
が
中
心
と
な
っ
て
顕
彰
会
が
結
成
さ
れ
、

毎
年
八
月
一
六
日
、
遺
族
を
迎
え
て
顕
彰
祭
が
厳
か
に
営

ま
れ
て
い
ま
す
。



△　養老鉄道開通式当日（大正２年）の養老駅のにぎわい

駅舎の入り口には大きなくす玉が飾られ、

人力車が何台も並ぶ。

△　立川勇次郎氏

△　養老鉄道開通当時の養老駅

駅には、黒い煙を吐く機関車や貨物車が停車している。

△　養老鉄道が建設きれるとき、工事列車の運

転から１９２３年まで揖斐～桑名間の旅客の輸

送に活曜した。　　　　　製造年・１８９９年

△　現在の近鉄養老線を走る電車。

通勤通学など、地域住民の大切な足ともなっている。
△　養老鉄道開設当時の美濃高田駅

黒い煙を吐きながら駅に停車する汽車が、出発時間を待つ。

▽　養老駅北側の小公園内に建つ顕彰

碑の除幕式（昭和２年）

左端の中学生が、立川勇次郎氏の

孫にあたる立川達郎さん。

△　養老鉄道が池野～養老間開通当時から活躍

し、揖斐川電気（現イビデン）と合併して

養老電気鉄道となった後、機関庫の火災に

より焼失し廃車した。　　製造年・１８９６年

△　高野鉄道から購入。養老鉄道が開通する前

の建設工事の１９１３年から活躍し、１９２５年に

防石鉄道に売却された。　製造年・１９００年

立
川
勇
次
郎
氏
の
略
歴

一
九
年
六
月

（
一
九
四
四
）

一
六
年
三
月

（
一
九
四

一
）

一
五
年
八
月

（
一
九
四
〇
）

一
五
年

一
月

一
二
日

（
一
九
四
〇
）

一
一
年
五
月

（
一
九
三
六
）

四
年
（
一
九
二
九
）

昭
和二
年

一
一
月

一
七
日

（
一
九
二
八
）

一
四
年

一
二
月

一四
日

（
一
九
二
五
）

一
二
年
四
月

（
一
九
二
三
）

一
一
年
六
月

（
一
九
二
二
）

一
〇
年
二
月

一
九
日

（
一
九
二

一
）

八
年
六
月

（
一
九

一
九
）

八
年
四
月

（
一
九

一
九
）

七

年

一
二
月

一
日

（
一
九

一
八
）

六
年

一
二
月

（
一
九

一
七
）

六
年

一
〇
月
二
六
日

（
一
九

一
七
）

五
年
六
月

（
一
九

一
六
）

四
年

一
〇
月

（
一
九

一
五
）

二
年

七
月

三

一
日

（
一
九

一
三
）

大
正元
年

一
一
月
二
五
日

（
一
九

一
一
）

三
六
年（一
九
〇
三
）

四
四
年
七
月

一
九
日

（
一
九

一
一
）

三
二
年
（
一
八
九
九
）

三

一
年
三
月

（
一
八
九
八
）

三
〇
年
四
月
二
三
日

（
一
八
九
七
）

二
八
年

一
〇
月

（
一
八
九
五
）

二
二
年（一
八
八
九
）

一
九
年（一
八
八
六
）

明
治一
四
年（一
八
八

一
）

文
久二
年

二
月

二
〇
日

（
一
八
六
二
）

年

月

日

・
近
畿
日
本
鉄
道
株
式
会
社
の
所

属
と
な
る

・
関
西
急
行
鉄
道
株
式
会
社
の
所

属
と
な
る

・
養
老
電
鉄
株
式
会
社
―
―
参
宮

急
行
電
鉄
株
式
会
社
を
合
併

・
揖
斐
川
電
気
株
式
会
社
－

「揖

斐
川
電
気
工
業
株
式
会
社
」
と

社
名
変
更

・
養
老
電
鉄
株
式
会
社
が
設
立

・
伊
勢
電
気
鉄
道
株
式
会
社
に
合

併
・
鉄
道
事
業
を
伊
勢
電
鉄
系
の
養

老
電
気
鉄
道
株
式
会
社
に
譲
渡

※
譲
渡
は
昭
和
三
年
四
月
に

完
了

・
立
川
勇
次
郎
氏
死
去

（享
年
六
四
歳
）

・
養
老
鉄
道
全
線
電
化
工
事
が
完

了
・
揖
斐
川
電
気
株
式
会
社
―
―
養

老
鉄
道
株
式
会
社
を
合
併

・
揖
斐
川
電
化
株
式
会
社
―

「揖

斐
川
電
気
株
式
会
社
」
に
社
名

を
変
更

・
揖
斐
川
電
化
株
式
会
社
―
―
。

本
電
気
黒
鉛
を
合
併

※
カ
ー
ボ
ン
事
業
に
進
出

・
養
老
鉄
道
株
式
会
社
―
―
池
野

～
揖
斐
間

（四
キ
ロ
）
、
養
老

～
桑
名
間

（二
八

・
九
キ
ロ
）

の
営
業
を
開
始

・
揖
斐
川
電
化
工
業
株
式
会
社
―

東
海
電
化
工
業
、
日
本
電
気
製

鉄
所
を
合
併

※
社
名
を

「揖
斐
川
電
化
株

式
会
社
」
に
変
更

・
揖
斐
川
電
化
工
業
株
式
会
社
―

田
中
カ
ー
バ
イ
ト
大
垣
工
場
を

譲
り
受
け
る

※
カ
ー
バ
イ
ト
事
業
に
進
出

・
揖
斐
川
電
化
工
業
株
式
会
社
を

設
立
し
、
社
長
に
就
任

※
資
本
金

三
〇
〇
万
円

・
西
横
山
発
電
所
全
工
事
完
了

・
西
横
山
発
電
所
工
事

一
部
落
札

・
養
老
鉄
道
株
式
会
社
－

池
野

～
養
老
間

（二
四

・
七
キ

ロ
の

営
業
を
開
始
）

・
揖
斐
川
電
力
株
式
会
社
を
設
立

※
資
本
金

一
〇
〇
万
円

・
東
京
市
街
鉄
道
会
社
常
務
取
締

役
に
就
任

・
養
老
鉄
道
株
式
会
社
を
設
立
し
、

社
長
に
就
任

※
資
本
金

一
五
〇
万
円

・
大
師
鉄
道

（川
崎
電
気
鉄
道
‖

京
浜
電
気
鉄
道
）
専
務
取
締
役

に
就
任
※
東
京
～
横
浜
間
―
―
我
が

国
初
の
都
市
間
輸
送
電
鉄

・
東
京
白
熱
電
灯
製
造

（後
の
東

京
芝
浦
電
気
）
取
締
役
に
就
任

※
電
球
、
電
気
機
器
の
普
及

に
努
め
る

・
養
老
鉄
道
株
式
会
社
に
仮
免
状

を
下
附

・
養
老
鉄
道
布
設
願
書
を
提
出

・
電
気
鉄
道
敷
設
免
許
を
出
願

・
東
京
で
弁
護
士
を
開
業

・
大
垣
藩
士

立
川
清
助
の
養
子

と
な
る

・
大
垣
藩
士

清
水
恒
右
衛
門
の

次
男
と
し
て
誕
生

事

項


